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各  位  

 

中部防災推進ネットワークの参画メンバーの皆さま

に、メールマガジン（ 2022 年 7 月号）を配信します。  

 

※メールマガジンのバックナンバー、これまでの会合の

発表資料等は中部防災推進ネットワークホームページに

掲載しています。  

 

＜中部防災推進ネットワークホームページ  URL＞  

http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/kyoso/chububosai-

nw.html 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

１．ご連絡（次回の勉強会について）   

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

次回の勉強会は、 9 月 30 日（金）14 時 30 分からと  

なります。  

 

詳細は追って開催案内にてご連絡いたしますが、  

ご予定おきください。  

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

２．本ネットワークの参画団体のご寄稿  

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

（１）  助けあいジャパン  

 

〇産業界の共助の課題を話し合って、上がった課題に  

対してどのような共助が必要だと思ったか？  

http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/kyoso/chububosai-nw.html
http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/kyoso/chububosai-nw.html


この会のこと  

心の底から本当に、必要だと思うんです。  

みなさんが実際に集まっていることを  

リスペクトしています。  

日本中で起こりうる未来に対して  

本音を語って情報共有できる場は他にないです。  

なぜなら南海トラフで中部経済被害の多寡で  

日本の生き残りが決まるのですから。  

（参考：土木学会（ 2017）による経済被害推計額）  

 

＞目指すところ（Why）の共通認識を持つ   

＞中部が生き残れば日本が生き残る  

＞ESG 投資（１京円）を中部に集めていく  

＞被害想定から実際の被害を減らすことは、  

利益と考えること、そのための投資  

＞被害が起きないことがニュースになるように  

＞世界からのいいね！・お金を集めることが必要。   

 

に進む時期なんです。  

しかし、惜しむらくは、もう何年も続いているのに  

「勉強会」に留まっている点  

実際の動きと準備を進めていかなければならない  

時期はもう過ぎているんじゃないかと思うんです。  

 

知行合一「知は行の始なり、行は知の成るなり  

（知ることは行為の始めであり、行為は知ること  

の完成である）」「行動を伴わない知識は未完成  

である」とも言い表されます。  

 

中部の行動（アクション）自体を  

圧倒的に増やしたい。  

そう思うんです。  

 

繰り返します  

日本の持続可能は  

この会の「行動（アクション）」に掛かってます。  

そろそろエンジンに火を入れたいですね。  

（モーターを ON にしましょうかな？w）  

https://committees.jsce.or.jp/chair/system/files/%E6%A6%82%E8%A6%81_%E3%80%8C%E5%9B%BD%E9%9B%A3%E3%80%8D%E3%82%92%E3%82%82%E3%81%9F%E3%82%89%E3%81%99%E5%B7%A8%E5%A4%A7%E7%81%BD%E5%AE%B3%E5%AF%BE%E7%AD%96%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6%E3%81%AE%E6%8A%80%E8%A1%93%E6%A4%9C%E8%A8%8E%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8_2.pdf


〇自団体が中部防災推進ネットワーク（または参画  

団体）に期待する共助  

 

＞災害派遣トイレネットワーク「みんな元気になる  

トイレ」で災害関連死を減らせます。  

＞ふるさと納税・企業版ふるさと納税・ ESG 投資を  

中部に集めることができます  

＞コレクティブインパクト型の集合知とアクションを  

創ります  

 

（石川淳哉  一般社団法人助けあいジャパン  共同代表理

事）  

（石川淳哉  SOCIAL GOOD PRODUCER）  

 

＜URL＞  

災害派遣トイレネットワーク「みんな元気になるトイレ」

｜http://corp.tasukeaijapan.jp/toilet/  

一 般 社 団 法 人 助 け あ い ジ ャ パ ン ｜

http://corp.tasukeaijapan.jp/  

＞ ＞ 塾 を 開 始 し ま し た ｜

https://note.com/ishijun/n/n3da038eae0ab  

＞プロフィール PDF｜https://bit.ly/2XNMMyr 

＞プロフィール動画｜ https://youtu.be/HcTk0pu8LJ4 

＞note｜https://note.com/ishijun 

＞ 株 式 会 社 ド リ ー ム デ ザ イ ン  CEO ｜ http://dream-

d.net 

＞ 一 般 社 団 法 人  助 け あ い ジ ャ パ ン  代 表 理 事 ｜

http://corp.tasukeaijapan.jp/  

 

 

（２）生保協会  

 

〇産業界の共助の課題を話し合って、上がった課題に対

してどのような共助が必要だと思ったか。  

 

E グループは、業界団体 5 団体と岐阜県のメンバー構成  

であったが、業界団体のマンパワー不足の問題等、多く

の課題が挙げられた。  

http://corp.tasukeaijapan.jp/toilet/
http://corp.tasukeaijapan.jp/
https://note.com/ishijun/n/n3da038eae0ab
https://bit.ly/2XNMMyr
https://youtu.be/HcTk0pu8LJ4
https://note.com/ishijun
http://dream-d.net/
http://dream-d.net/
http://corp.tasukeaijapan.jp/


その中で、「行政 -民間の協定がもっと強化すると良い  

のではないか」との意見があり、防災に関して、他の  

業界において、どのような協定が結ばれているのかを  

知ることが出来れば、生命保険業界として何が出来る  

のかのヒントを見つけることが出来ると思いました。  

 

（ご参考）生命保険業界の行政との協定は、高齢者等  

見守り活動協定、健康増進に関する協定、特殊詐欺  

被害防止協定など、災害対応に関わる協定がないのが  

実情です。  

 

〇中部防災推進ネットワークに期待する共助  

 

大規模自然災害発生時に、被災地域において、  

支援者として、役割発揮できる人材の育成。  

 

育成と言っても、教育などとかのかしこまった  

ものではなく、これまでの勉強会での、各団体の  

講演を、例えば、団体同士、大学の寄附講座  

（高校・中学校の授業でも）、消費生活センターの  

セミナーのひとこま等で、 1 人でも多くの方に聞いて  

もらうような取組み。  

 

過去の大規模自然災害が示した通り、発生直後は  

公助には限界があり、自助・共助の重要性が増す  

ことが判っています。  

防災に対する意識を変えることで（行動も変わる）、  

いざという時に、役割発揮できる人材を愛知県内に  

増やすことは、有益ではないかと考えます。  

事務局に、そのような取組みをコーディネートして  

いただけると、中部防災推進ネットワークの活動が  

顕在化するものと思います。  

 

（山口弘明  生命保険協会  愛知県協会  事務局長）  

 

＜生命保険協会 URL＞  

http://www.seiho.or.jp/  

 

http://www.seiho.or.jp/


━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

３．本ネットワークの参画団体からのお知らせ  

（防災イベントの予定等）  

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

（１）  岐阜県  

〇イベント名  

 第８６回  げんさい楽座  

〇開催日時  

 令和４年８月２８日（日）１３：３０～１５：００  

〇開催場所  

 白川北ふれあいセンター大研修室  

(〒509-1107 岐阜県加茂郡白川町河東 763）  

 ※オンラインによる配信を視聴される場合は、  

清流の国ぎふ防災・減災センターフェイスブックに  

アクセスして視聴してください。  

後日 YouTube の公式チャンネルでも配信予定です。  

〇概要     

 １９６８年８月、岐阜県加茂郡白川町の国道４１号で、 

豪雨による土砂崩れで立ち往生していた観光バス２台が  

土石流に押し流されて飛騨川に転落し、１０４人が犠牲

になりました。  

 今回は「飛騨川バス転落事故に思いを寄せて」をテー

マに当時の出来事を学び、この教訓を私たちはどのよう

に活かしていくか、考えていきます。  

〇Web ページ URL 

 YouTube 公式チャンネル  

<https://www.youtube.com/channel/UCUJpUvIuoHL6

MPl9nb9t0XA> 

 

（２）BCAO 事業継続推進機構  

〇イベント名  

7 月度月例オープン勉強会  

〇開催日時  

2022 年 7 月 26 日（火）14 時 00 分～17 時 00 分  zoom

にて開催  

〇概要  

BCAO アワード 2021 受賞者様の取組み発表と BCAO

名古屋研究会の活動発表  

https://www.youtube.com/channel/UCUJpUvIuoHL6MPl9nb9t0XA
https://www.youtube.com/channel/UCUJpUvIuoHL6MPl9nb9t0XA


〇Web ページ URL 

https://www.bcao.org/seminar/124.html  

 

（３）BCAO 事業継続推進機構  

〇イベント名  

中小企業事業継続研修会  

〇開催日時  

2022 年 8 月 9 日 (火 )18 時 00 分～19 時 00 分  zoom

にて開催  

〇概要  

中小企業事業継続研修会カリキュラムの中から  

「第 9_事前対策（２）モノ (ライフライン・通信・広報

含む ) 」を説明  

〇Web ページ URL 

https://www.bcao.org/seminar/125.html  

 

（４）BCAO 事業継続推進機構  

〇イベント名  

8 月度月例オープン勉強会  

〇開催日時  

2022 年 8 月 23 日（火）13 時 30 分～16 時 20 分  zoom

にて開催  

〇概要  

BCAO アワード 2021 受賞者様の取組み発表 (続 )と

BCAO 研究会・勉強会の活動発表  

〇Web ページ URL 

https://www.bcao.org/seminar/126.html  

 

（５）中部科学技術センター  

○イベント名  

かがくであそぼ！防災・減災ワークショップ 2022 

○開催日時  

2022 年 8 月 6 日（土） 13:30～15:20 

○開催場所  

でんきの科学館  地下 1 階オリエンテーションルーム  

〇概要  

身近なものを使った実験を通じて揺れに強い構造対

策を学びます。  

https://www.bcao.org/seminar/124.html
https://www.bcao.org/seminar/125.html
https://www.bcao.org/seminar/126.html


福和先生が楽しく解説！！  

～プログラム～  

・ハザードマップの解説  

・プリンとお菓子で地盤と建物の揺れ実験  etc 

○URL 

http://www.cstc.or.jp/whats_new.php?d_id=315 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

４．編集後記（事務局・協力団体のひとこと）  

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

中部防災推進ネットワークに協力団体として参加してお

ります、名古屋市の今川と申します。  

中年となり、周りの若手職員の元気が有り余っている状

況を見て、年をとったなあと日々感じております。  

そんな中、私は、今年度から防災に携わりまして、聴き

慣れない用語が多く飛び交う中、日々知識を蓄えること

に努めている次第です。  

 

こんな勉強し始めたばかりの私ではございますが、この

機会に、皆さまに、名古屋市の防災・減災の取り組みを

簡潔にご紹介させていただければと思い、投稿させてい

ただきます。  

 

名古屋市では、全国的な気候変動による自然災害の激甚

化・頻発化により、毎年、大きな被害が発生し、多くの

人命が失われている状況を踏まえ、想定し得る最大規模

の災害を踏まえたハザードマップの改定に取り組み、こ

の 6 月に新たなハザードマップの運用を開始したところ

です。  

 

また、南海トラフ地震の発生可能性が高まる中で、臨時

情報（巨大地震警戒）発表時における事前避難などの備

えに関する各種啓発にも取り組むとともに、ますます重

要となってくる自助・共助・公助の取り組みを強化する

ため、名古屋市では令和３年度に市民・事業者・市職員

におけるめざすべき姿や人材育成の方向性、方策等を掲

げる「名古屋市防災人材育成方針」を策定しました。  

名古屋市としては、本ネットワークにおける活動を通じ

http://www.cstc.or.jp/whats_new.php?d_id=315


て、各業界団体の皆様との広域的な連携実現のため、今

後も取り組んで参りますので、引き続き、どうぞよろし

くお願い申し上げます。  

 

＜なごやハザードマップ防災ガイドブック（名古屋市公

式ウェブサイト）＞  

https://www.city.nagoya.jp/kurashi/category/405 -5-23-

0-0-0-0-0-0-0.html 

 

＜南海トラフ地震臨時情報発表時の事前避難（名古屋市

公式ウェブサイト）＞  

https://www.city.nagoya.jp/bosaikikikanri/page/00001

42734.html 

 

＜名古屋市防災人材育成方針（名古屋市公式ウェブサイ

ト）＞  

https://www.city.nagoya.jp/bosaikikikanri/page/00001

50384.html 

 

（名古屋市  防災危機管理局  危機管理企画室  企画係

長  今川雅之）  

https://www.city.nagoya.jp/kurashi/category/405-5-23-0-0-0-0-0-0-0.html
https://www.city.nagoya.jp/kurashi/category/405-5-23-0-0-0-0-0-0-0.html
https://www.city.nagoya.jp/bosaikikikanri/page/0000142734.html
https://www.city.nagoya.jp/bosaikikikanri/page/0000142734.html
https://www.city.nagoya.jp/bosaikikikanri/page/0000150384.html
https://www.city.nagoya.jp/bosaikikikanri/page/0000150384.html

